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多様な流速場を形成し，アユ Plecoglossus altivelis altivelis な
どの遊泳魚と同様にヨシノボリ属 Rhinogobius などの底生
魚の遡上にとっても有益と指摘した．ところが，




































図-1 に示す水路長 3.0m，幅B =0.5m，高さ 0.25mの開
水路を実験に用いた．流下方向に x 軸， x 軸に直角上向
きに y 軸，横断方向に z 軸をとる．開水路始端から
0.6mより流下方向にL =2.1mの範囲において，白色に塗
装した直径D =0.1m の発泡スチロール球を配置した．粗
石を配置した領域を boulders area，boulders areaの上流側お




したオイカワの平均体長 LB =70mm  mm10 を基に，
粗石の横断方向の配置間隔
zd は 0.05m で固定し，粗石
の流下方向間隔
xd を 0.1，0.2，0.3，0.4mの計 4通りに変
化させた．配置した粗石の数は case1から case4まで順に，
27，18，15，12 個とした．全ケースにおいて，水温は
20℃，upstream areaでの体長倍流速は LBU m =7 s1 ，水
深はh =0.2m であり，発泡スチロール球は完全に水没し
ていた．なお，オイカワが普通筋を使って遊泳するよう
に，巡航速度よりも速い体長倍流速 LBU m =7  s1 を実
験条件として設定した． 























25.6s間計測した．計測後， x ， y ， z 軸方向の時間平均
流 速 U ， V ， W か ら 3 次 元 合 成 流 速







図-2 に各ケースの y =0.125，0.075，0.025mの高さにお
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xd の増大に伴い， y =0.075mの高さで
の流速が減少するために，オイカワの遊泳位置が上昇し
  
(i) case1 ( xd =0.10m)                                                                                                              (ii) case2 ( xd =0.20m) 
  
(iii) case3 ( xd =0.30m)                                                                                                            (iv) case4 ( xd =0.40m) 
 (a) y =0.125m 
  
(i) case1 ( xd =0.10m)                                                                                                              (ii) case2 ( xd =0.20m) 
  
(iii) case3 ( xd =0.30m)                                                                                                            (iv) case4 ( xd =0.40m) 
(b) y =0.075m 
  
(i) case1 ( xd =0.10m)                                                                                                              (ii) case2 ( xd =0.20m) 
  
(iii) case3 ( xd =0.30m)                                                                                                            (iv) case4 ( xd =0.40m) 
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通過率＝             (1) 
図-4 に粗石の流下方向間隔
xd と通過率 Nn /p との関
係，また各ケースにおける標準偏差を示す．通過率


























0.5sごとに z 方向距離別のオイカワの尾数 zn をカウン
トして時間平均尾数
zn を算出し，全尾数N で除したオ
イカワの z 方向の遊泳頻度 Nnz / を求めた．図-6にオイ
カワの遊泳横断位置
L/ Bz とその遊泳頻度 Nnz / との
関係を示した．粗石の配置は横断方向に対象であるため，
4.0/0 L  Bz の範囲を考えるものとする．粗石の流
下方向間隔
xd の増加に伴い，水路中央付近の
4.0/2.0 L  Bz の領域での遊泳頻度が減少し，その一











bn を0.5sごとに数え，時間平均尾数 bn を算
出し，全尾数N で除したオイカワの粗石利用率 Nn /b
を求めた．図-7に粗石の流下方向間隔
xd とオイカワの粗
石利用率 Nn /b との関係，また各ケースにおける標準
偏差を示す．粗石の流下方向間隔の最も小さな
xd =0.1m




(a) case1 ( xd =0.10m) 
 
(b) case2 ( xd =0.20m) 
 
(c) case3 ( xd =0.30m) 
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  5 
方向間隔















体長 LB の 0.1倍以下の場合を停滞と定義して，停滞した
オイカワの尾数
sn をカウントし，時間平均尾数 sn を算
出して停滞率 Nn /s を求めた．図-8 に粗石の流下方向間
隔











 を魚向と定義した．上流向きが  =0°，下流向きが
 =180°となる．図-9 に粗石の流下方向間隔 xd とオイカ
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EFFECTS OF BOULDERS INTERVAL IN STREAMWISE DIRECTION  
OVER OPEN CHANNEL BED ON SWIMMING BEHAVIOR  
OF Opsariichthys platypus 
 
Kouki ONITSUKA, Juichiro AKIYAMA, Kento JOJI, Ryo OGATA,  
Ryosuke UCHIYAMA, Yuki KOYANAGI and Keita SAGAYAMA 
 
It is important to keep suitable area by boulders to make rest area for fish. In this study, swimming 
behavior of Opsariichthys platypus in open channel were compared with change of boulders interval in 
streamwise direction over open channel bed. Swimming behaviors of Opsariichthys platypus were obtained 
with the aid of two sets of digital video cameras. It was found that swimming of Opsariichthys platypus 
was stagnant remarkably in cases where the boulders interval in downstream direction was narrow. It is 
because that there are more low velocity spaces in this case compared with cases where the boulders interval 
in downstream direction is wide. 
